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あさぎり町議会 

議会だより

一般会計補正予算
　　原案通り可決　…………………………… 2P

一般質問に10人が登壇… ……… 6〜10P

議会だより連続入選…………………… 11P

通年議会
第5・6・7回会議

箱
根
駅
伝
で
力
走
す
る

　
　
大
手
敬
史
選
手（
上
中
出
身
）

十両格行司に昇進した木村勘九郎さんと同級生（免田中出身）



　第６回会議が12月9日から12日までの４日間の日程で開催された。一般
会計補正予算、特別会計補正予算、町立保育所民営化移管先選定委員会設置
条例の制定、一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて、町長等の給料の減額に関する条例の制定について等が提案され、す
べて原案通り可決された。
　一般質問には10名が登壇し様々な視点から町政を資した。

一般会計補正予算（第6号）

一般会計補正予算（第7号）

専決
衆議院議員総選挙費767万7千円を追加

利子及び配当金が増えた為7,875万6千円を追加

・国民健康保険特別会計…………1億835万6千円…増
・介護保険特別会計
　　介護保険システム改修委託料……97万9千円…増
　　介護サービス特別会計職員給与費…32万5千円…増

・水道事業特別会計　
　　収益的収入……………………………250万円…減
　　収益的支出………………………109万1千円…増
　　職員給与費…………………………30万2千円…増

●�人事院及び熊本県人事委員会勧告により、一般職員の給料月額・勤務手当の額・
通勤手当の額・単身赴任手当の額及び管理職員特別勤務手当の額が増えたこと
により
　　　・…給　　与……………………………………452万9千円…増
　　　・…職員手当…………………………………1,450万6千円…増

●利子及び配当金収入が増えたことにより

　　　・…まちづくり基金積立金…………………1,992万8千円…増
　　　・…公共施設整備基金積立金…………………565万2千円…増
　　　・…財政調整基金積立金……………………3,405万1千円…増

・簡易水道事業特別会計
　　職員給与費………………43万円…増
・下水道事業特別会計
　　職員給与費…………66万7千円…増
　　修　繕　料……………140万円…増

・上財産区特別会計
　　財産区財政調整基金積立金
　　　…………………501万5千円…増

主な内容

総
額102億3,648万6千円を可決
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問
Ｊ
Ａ
く
ま
中
球
磨
選
果
場
補
助
金
が
、
当
初

予
算
で
は
１
億
９
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今

回
１
億
１
千
万
円
に
減
額
さ
れ
た
。
そ
の
要
因
は
。

農
林
振
興
課
長
　
Ｊ
Ａ
か
ら
の
見
積
り
額
を
当
初
計

上
し
て
い
た
が
入
札
し
た
結
果
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

審
議
内
容
の
抜
粋

老朽化した選果機。4月には新しい選果機が稼働

問
時
間
外
手
当
が
介
護
関
係
と
農
林
振
興
課
分

に
組
ん
で
あ
る
が
、
超
過
勤
務
の
命
令
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
担
当
課
長
が
や
っ
て
い
る
が
、
午
後
10

時
以
降
に
つ
い
て
は
労
務
関
係
（
体
調
問
題
）
の
面

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
０
時
以
降
と
い
う
の
も

聞
い
て
い
る
の
で
担
当
課
長
と
確
認
を
し
て
い
る
。

農
林
振
興
課
長
　
昨
年
度
か
ら
補
正
予
算
が
つ
き
、

大
き
な
事
業
費
で
進
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
設
計

書
の
作
成
・
検
査
・
補
助
金
申
請
や
実
績
報
告
な
ど

期
日
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
超
過
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
加
重
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

問
学
童
保
育
の
返
還
金
が
94
万
6
千
円
あ
る
が

そ
の
要
因
は
。

福
祉
課
長
　
25
年
度
、
利
用
す
る
児
童
が
少
な
か
っ

た
た
め
実
績
で
返
還
と
な
っ
た
。
26
年
度
は
１
ク
ラ

ブ
増
え
６
ク
ラ
ブ
と
な
り
児
童
数
も
増
え
て
い
る
。

問
特
別
保
育
事
業
（
私
立
保
育
園
）
の
実
状
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
私
立
保
育
園
が
実
施
す
る
休
日
保
育

も
利
用
す
る
園
児
数
等
の
実
績
で
返
還
が
出
て
く

る
。

■平成 26 年度　第 5 回 議案表決一覧（抜粋）

■平成 26 年度　第 7 回 議案表決一覧（抜粋）

■平成 26 年度　第 6 回 議案表決一覧（抜粋）

議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田
あさぎり町役場本庁舎改修工事請
負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田
自主性を尊重する農協改革を求める
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田
あさぎり町立保育所民営化移管先
選定委員会設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度あさぎり町一般会計補
正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人吉球磨定住自立圏形成協定の
締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町長等の給料の減額に
関する条例の制定 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
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条例の制定 及び 改正
　第35号
あさぎり町立保育所民営化移管先
選定委員会設置条例の制定

　あさぎり町が設置する保育所の民営
化に当たり、その移管先候補者を選定
する附属機関を設置するため。

　第51号
あさぎり町長等の給料減額に関する条例の制定

　下水道受益者分担金、規模拡大交付金、所得税源泉徴収、軽自動車税賦課及び切手管理における不適
切な事務処理に対する責任として、町長27年1月1日から3月31日までの3ヶ月10％（236,100円）
減額、副町長27年1月1日から2月28日まで2ヶ月10％（121,000円）減額するもの。

　第36号
あさぎり町一般職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定

　平成26年8月7日に出された人事院勧告及び同年10
月9日に提出された熊本県人事委員会勧告にかんがみ一
般職の給料月額、勤勉手当の額、通勤手当の額、単身赴任手
当の額及び管理職員特別勤務手当の額を改定するため。

抜 粋

…請…願
　「手話言語法（仮称）」制定に向けた意見書提
出請願書について
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く
国民に広め、きこえない子どもが手語を身につけ、
手話で学べ自由に手話が使え、更には手話を言語
として普及、研究することができる環境整備を目
的とした「手話言語法（仮称）」の制定を求める意
見書。

……要…請
　「農協改革」に関する要請書
１. 総合事業による JA 事業の展開
２. 准組合員の事業利用・JA 運営参画
　 の促進
３. 農協法上「新たな中央会制度」位置
　 づけの 明確化

��質　疑
問　10％の 3 ヶ月・2 ヶ月減額とした根拠を
問う。
町長　過去、これに似た案件もありこの辺が
妥当なところと考えた。

��討　論

反対９月議会で下水道特別会計の不
認定にともない数々の不祥事案

が出てきたので執行部に対し付帯決議をし
た。速やかに町長はその責任を明確にされる
べきであったのに、12 月議会に提案されたが
内容を見るとあまりにも責任のとり方が軽す
ぎる。住民監査請求もでるなどからして反省
の態度がない。よってこの内容では納得でき
ない。

賛成町長就任前の案件も含まれてお
り妥当ではないか。いつまでも

町長、副町長がこの様な責任の取り方をして
いたら職員の意識改革にはつながらない。不
祥事を起こした職員、その課を掌握する課長
が厳しい処分を受けるべきである。

反対職務怠慢によって入ってくるべ
き税金もなくなったり、町長の

一般家庭の宿泊代の支払いについても条例違
反ではないにしても、町長には高い倫理感が
求められる。今回の条例案の中身は賛成でき
る内容ではない。

賛成町長自ら責任を取るという姿勢
には一定の評価をする。

採択し政府に意見書を提出
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地方創生元年
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

政
府
は
、
昨
年
末
に
、
地
方
自
治
体

の
創
意
工
夫
に
よ
る
人
口
減
少
を
支
援

す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
各

市
町
村
に
、
来
年
度
中
に
、
魅
力
あ
る

仕
事
と
住
み
や
す
い
環
境
を
創
生
し
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ

う
努
力
義
務
を
課
し
、
そ
の
内
容
次
第

で
交
付
金
を
決
定
す
る
仕
組
み
で
す
。

各
市
町
村
の
知
恵
比
べ
が
始
ま
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
明
治
以
来
の
中
央
集
権

で
、
人
材
も
金
も
一
極
集
中
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
が
厳
然
と
存
在
し
て
お
り
、
都

市
部
か
ら
地
方
に
人
材
を
呼
び
込
む
と

い
う
真
逆
の
試
み
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
に

と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

こ
と
も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

あさぎり町議会議長　橋爪 和彦

　

議
会
と
し
て
も
、
こ
の
機
会
を
逃
さ

ぬ
よ
う
に
、
的
確
な
政
策
提
案
が
行
え

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
議
会
の
決
算
審
査
意
見
書

で
、
監
査
委
員
か
ら
下
水
道
事
業
受
益

者
分
担
金
の
不
納
欠
損
に
関
し
て
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。
担
当
課
の
職
務
怠
慢

を
主
因
と
す
る
同
様
の
事
案
が
近
年
相

次
い
で
露
見
し
て
お
り
、
一
部
町
職
員

の
弛た

る

み
や
管
理
体
制
の
甘
さ
が
表
に
出

た
結
果
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
能
力
に
つ
い
て
も
猛
省

し
、
町
の
事
務
事
業
や
執
行
体
制
・
管

理
体
制
の
調
査
に
も
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
根
本
的
に
こ
の
町
を
見
直

し
変
え
る
「
地
方
創
生
」
元
年
で
あ
り

た
い
と
の
思
い
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
町
民
各
位
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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問    あさぎり駅前東側の民有地買収の考えはないか

問    

主
食
用
米
価
格
低
迷
期
に
お
け
る

　
今
後
の
水
田
農
業
振
興
策
は

徳
永　

政
府
は
新
し
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
、
地
方
で
行
政

施
設
や
医
療
・
商
業
施
設
な
ど
一

定
の
エ
リ
ア
に
集
め
、
住
民
が
少

な
い
移
動
で
用
事
を
済
ま
せ
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
事
。
併
せ

て
地
域
間
の
交
通
網
の
整
備
を
し
、

人
や
物
の
行
き
来
を
活
発
化
さ
せ

る
事
を
盛
り
込
み
、
地
方
で
便
利

な
住
ま
い
環
境
を
整
備
す
る
事
を

目
的
と
し
て
い
る
と
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
、
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
に
お
い
て
も
駅
前
東

側
の
民
有
の
土
地
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

町
長　

あ
さ
ぎ
り
駅
前
周
辺
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
が
、
力
を
入
れ

て
元
気
の
あ
る
場
所
に
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
町
の
方
々
の
意
見

も
聞
い
て
い
る
が
「
そ
の
場
所
に

つ
い
て
は
町
で
使
え
る
よ
う
に
し

た
方
が
良
い
の
で
は
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
く
。
条
件
が
整
え
ば
購

入
の
方
向
で
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思

う
が
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
あ
る
の
で
慎
重
に
考
え

た
い
。

徳
永　

駅
前
広
場
は
イ
ベ
ン
ト
と

駐
車
場
と
併
用
し
て
使
用
し
て
い

る
が
、町
民
か
ら
は「
駐
車
場
と
し

て
使
う
の
は
芝
が
あ
り
問
題
だ
」

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
広
場
は
イ

ベ
ン
ト
専
用
の
場
と
し
て
活
用
し
、

駅
前
東
側
の
民
有
地
を
購
入
し
て

専
用
駐
車
場
と
し
て
確
保
し
て
頂

き
た
い
。

小
見
田　

衆
院
選
の
各
党
の
公
約
に

は
、
地
方
創
生
、
農
業
所
得
倍
増
な
ど
、

夢
あ
る
農
業
・
農
村
が
描
か
れ
て
い
る

が
地
方
農
村
の
現
況
は
円
安
に
よ
る
燃

油
、
飼
料
、
資
材
の
高
騰
に
加
え
、
生

産
費
を
割
る
米
価
の
下
落
で
深
刻
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
。
米
の
直
接
支
払
い

交
付
金
の
廃
止
も
迫
る
中
、
あ
さ
ぎ
り

町
の
農
業
振
興
策
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

農
林
振
興
課
長　

水
田
農
業
推
進
協
議

会
、
地
域
再
生
協
議
会
、
ま
た
は
Ｊ
Ａ

と
一
緒
に
水
田
農
業
の
誘
導
を
進
め
て

い
き
た
い
。
具
体
的
に
考
え
て
い
る
事

は
、
水
稲
プ
ラ
ス
露
地
野
菜
を
推
進
し

た
い
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
飽
和
状
態
も
否
め
な

い
し
、
飼
料
用
米
も
課
題
が
多
く
Ｊ
Ａ

と
検
討
を
進
め
周
知
を
図
り
た
い
。

小
見
田　

何
を
作
付
し
た
が
良
い
の
か

迷
う
中
「
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
参

考
に
し
、
新
年
の
営
農
計
画
書
を
作
成

す
る
の
が
順
当
と
思
う
が
、
現
状
は
計

画
書
提
出
期
限
が
２
月
末
、
ビ
ジ
ョ
ン

周
知
は
５
月
と
真
逆
に
な
っ
て
い
る
。

改
め
ら
れ
な
い
か
。

農
林
振
興
課
長　

国
の
方
針
が
示
さ
れ

る
以
前
の
策
定
は
難
し
い
が
、
農
政
座

談
会
で
説
明
し
、
変
更
に
も
対
応
し
た

い
。

飽和状態のＷＣＳ（飼料用稲）

望まれる駅前開発駐車場

※ 一般質問の文章については、質問者の　責任において
　そのまま掲載とします。

一
般
質
問

1010人が登壇人

小見田  和行 議員

徳永　正道 議員
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1010
溝
口　

上
財
産
区
補
助
金
の
交
付
事
業

及
び
管
理
団
体
へ
の
助
成
は
、
条
例
・

規
則
で
定
め
て
あ
る
が
、
実
施
さ
れ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

農
林
振
興
課
長　

過
去
二
回
同
様
の
質

問
が
あ
っ
て
、
管
理
会
で
も
検
討
し
た

が
、
分
収
林
の
事
も
あ
っ
て
財
産
を
次

代
に
引
き
継
い
で
い
く
と
の
結
論
に
い

た
っ
た
。

溝
口　

某
地
区
か
ら
補
助
金
申
請
が
な

さ
れ
た
が
却
下
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

農
林
振
興
課
長　

管
理
会
で
検
討
し
た

結
果
、
合
併
し
て
10
年
、
一
度
も
補
助

金
を
支
出
し
て
い
な
い
の
で
一
地
区
だ

け
に
出
す
の
は
で
き
な
い
と
の
事
で

あ
っ
た
。

溝
口　

補
助
金
を
申
請
し
て
も
却
下
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
産
区
を
残
し
て

上
地
区
民
は
今
後
ど
の
様
な
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長
　
そ
こ
が
問
題
で
あ
る

の
で
、
管
理
会
７
人
と
区
長
代
表
者
６

人
で
現
在
協
議
を
し
て
い
る
。

溝
口　

財
産
区
を
解
散
し
、
山
を
町
へ

寄
付
、
基
金
（
３
億
５
千
万
円
余
）
を

上
地
区
で
活
用
す
る
こ
と
は
法
的
に
可

能
か
。

副
町
長　

基
金
を
一
旦
町
へ
寄
付
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
議
論
を
し
て

い
け
ば
方
法
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

溝
口　

熊
本
県
教
育
委
員
会
が
発
表
し

た
南
稜
高
校
の
学
科
編
成
で
は
、
魅
力

あ
る
学
校
に
は
な
り
え
な
い
。
町
の
発

展
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
学
科
編
成
の
見
直
し
等
を
提
言
す

る
組
織
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

で
き
る
だ
け
早
く
組
織
化
を
し

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

橋
本　

あ
さ
ぎ
り
町
立
小
中
学
校
の
今

後
の
改
修
計
画
は
。

教
育
課
長　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
学

校
改
修
基
本
計
画
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
改
善
を
行
う
べ
き
も
の
、

短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
に
改
善
が

必
要
な
も
の
に
区
分
し
調
査
を
行
っ
た

が
、総
額
で
11
億
２
１
０
０
万
円
ほ
ど
の

改
修
費
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

橋
本　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
に
加
え
、
学
ぶ
意
欲
や
問
題
を
よ
り

よ
く
解
決
す
る
資
質
や
能
力
等
を
含
め

た「
確
か
な
学
力
」の
育
成
と
支
援
が
必

要
。
児
童
の
た
め
に
特
別
支
援
教
育
支

援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
役
割

と
効
果
は
。

教
育
長　

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、
児
童
生
徒
の

生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克

服
す
る
た
め
の
適
切
な
指
導
及
び
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、周
囲
の
児
童
も

落
ち
つ
い
て
学
習
に
取
り
組
め
る
様
に

な
っ
て
い
る
。

橋
本　

ふ
る
さ
と
振
興
社
に
助
成
金
を

出
し
て
い
る
事
に
対
し
、監
査
意
見
書
の

中
で
、支
出
対
象
に
な
じ
ま
な
い
と
指
摘

が
あ
っ
て
い
る
が
、ど
の
様
に
考
え
る
か
。

町
長　

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の

公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

寄
付
又
は
補
助
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、諸
般
の
事
情
を
考

慮
し
た
上
で
、補
助
の
仕
方
を
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

一
般
質
問

問  

今
後
の
小
中
学
校
の
改
修
費
用
は

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざま
な角度から町政について質問する。

改修が急がれるあさぎり中学校

問   上財産区は、今後どうするのか

成人式の後、自分達で造った焼酎で乾杯（南稜高校）

溝口　峰男 議員

橋本　誠　 議員
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永
井　

本
町
で
も
個
人
事
業
主
へ
の
源
泉
徴

収
漏
れ
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

会
計
管
理
者　

個
人
事
業
主
の
方
々
に
お
詫

び
を
し
、
今
後
の
流
れ
の
説
明
を
さ
せ
て
頂

き
、
本
来
の
源
泉
徴
収
税
額
は
10
月
15
日
に

町
が
立
て
替
え
て
納
付
し
て
い
る
。そ
の
後
、

５
つ
の
事
業
者
全
員
が
税
務
署
に
更
正
の
申

告
・
請
求
を
し
て
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
不

納
付
加
算
税
・
延
滞
税
に
つ
い
て
は
、
事
務

処
理
が
済
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
納
付
を

済
ま
せ
て
い
る
。

永
井　

今
後
の
再
発
防
止
策
は
。

町
長　

町
執
行
部
を
中
心
に
改
革
の
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
今
議
会
に
お
い
て
町
長
と

副
町
長
の
報
酬
の
減
額
条
例
を
提
案
さ
せ
て

頂
く
。

会
計
管
理
者　

他
の
事
案
も
含
め
、
事
務
処

理
の
適
正
化
に
向
け
た
対
策
委
員
会
が
発
足

し
、
全
庁
的
に
検
討
を
加
え
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
等
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

課
の
決
裁
段
階
で
の
確
認
と
、
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
改
修
の
協
議
を
し
て
お
り
、
人
に
よ

る
確
認
と
機
械
に
よ
る
確
認
、
最
終
的
に
は

会
計
課
の
シ
ス
テ
ム
を
厳
格
化
し
て
対
応
し

て
い
く
。

問　あさぎり町ふるさと振興社の現状と
　　今後の在り方は 

問
　
源
泉
徴
収
漏
れ
の

　
　
　
　
　
　
そ
の
後
の
対
応
は

一
般
質
問

久
保　

あ
さ
ぎ
り
町
ふ
る
さ
と
振

興
社
は
、産
業
振
興
の
役
目
を
担
う

目
的
で
存
続
し
て
き
た
が
、社
会
の

ニ
ー
ズ
を
酌
み
取
れ
ず
赤
字
を
出
し

続
け
る
問
題
児
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

ふ
る
さ
と
振
興
社
の
行
う
事
業

は
、
公
益
性
を
持
っ
た
事
業
と
収

益
を
求
め
る
事
業
と
に
分
類
さ
れ

る
。
収
益
性
事
業
で
あ
る
大
豆
の

加
工
品
販
売
事
業
は
、１
年
間
の
売

り
上
げ
が
お
お
よ
そ
１
，１
４
０
万

円
と
推
測
さ
れ
、商
品
原
価
は
１
，

６
６
０
万
円
で
あ
る
。
差
額
の

５
２
０
万
円
が
大
豆
関
連
の
赤
字

と
な
り
、商
品
を
作
っ
た
時
点
で
大

き
な
赤
字
を
抱
え
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
売
れ
ば
売
る
ほ
ど
赤
字

が
増
え
て
し
ま
う
構
造
に
な
っ
て

お
り
、30
％
以
上
の
原
価
の
削
減
か

45
％
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る
が
。

町
長　

残
念
だ
が
こ
の
事
業
構
造
を

認
識
し
雇
用
の
問
題
も
含
め
て
、方

向
転
換
に
踏
み
切
る
べ
き
時
期
に
来

た
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度
の
予

算
申
請
時
に
は
、す
べ
て
の
事
業
の

方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

久保　尚人 議員

永井　英治 議員

源泉徴収票（例）

原価削減が課題の大豆商品類
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問  
あ
さ
ぎ
り
広
場
・
駅
周
辺
部
に
魅
力
は
あ
る
か

一
般
質
問

加
賀
山　

町
の
顔
で
あ
る
駅
周
辺
部
は
、
現

在
魅
力
あ
る
場
所
に
な
り
得
て
い
る
か
。

町
長　

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
の
店

舗
等
と
連
携
し
て
道
の
駅
的
な
場
所
に
出
来

た
ら
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
町
の
特
産
品

等
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
又
、
南
稜
高
校
と
も
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

加
賀
山　

住
民
や
高
校
生
へ
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
が
「
広
場
で
な
く
駐
車
場
で
は
な
い

か
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
要
綱
で
は
広
場

は
い
つ
で
も
誰
で
も
使
え
る
と
な
っ
て
い
る
。

広
場
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
看
板
等
設
置
し

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
知
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長　

今
は
ま
だ
十
分
に
Ｐ
Ｒ
出

来
て
い
な
い
が
、
示
す
こ
と
は
出
来
る
。

町
長　

地
方
の
活
性
化
に
む
け
て
執
行
部
、

議
会
を
中
心
に
色
々
な
組
織
を
巻
き
込
み
具

体
化
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

人
事
評
価
制
度
導
入
後
の
成
果
は

加
賀
山　

住
民
の
期
待
に
応
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
担
い
手
の
職
員
の
在
り
方
、
育

て
方
に
も
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
制
度
を
導

入
し
一
年
経
過
し
た
が
、
現
在
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

総
務
課
長　

ま
だ
評
価
者
の
技
量
に
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
。
評
価
基
準
の
平
準
化
も
課
題
の

ひ
と
つ
。
あ
さ
ぎ
り
版
の
完
成
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

加
賀
山　

課
内
で
の
上
司
部
下
の
関
係
に
制

度
が
活
用
さ
れ
て
い
れ
ば
未
然
に
防
げ
た
事

案
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
有
効
活
用

で
、
や
る
気
の
あ
る
職
員
が
頑
張
れ
る
場
面

づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

制
度
の
問
題
点
を
見
直
し
精
度
を
高

め
た
い
。
今
後
昇
任
・
昇
格
の
基
準
に
も
生

か
す
必
要
が
あ
る
。

豊
永　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
の

中
核
組
織
で
あ
る
社
協
は
、
保
育
所
、

温
泉
施
設
等
も
指
定
管
理
業
務
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
今
後
、
福
祉
関
連
の
法
制
度
改
正

が
な
さ
れ
る
中
で
、
町
長
は
町
福
祉
行

政
と
社
協
と
の
関
係
を
ど
の
様
に
考
え

位
置
づ
け
す
る
の
か
。

町
長　

社
協
と
行
政
と
ど
う
や
っ
て
い

く
か
と
い
う
事
を
前
か
ら
検
討
し
て

き
た
が
、
行
政
と
社
協
ど
ち
ら
が
メ
イ

ン
で
や
る
か
と
い
う
様
な
役
割
分
担
を

き
ち
っ
と
明
確
に
し
て
や
る
事
が
大
事

だ
。

豊
永　

町
民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、

社
協
の
事
務
所
は
本
庁
舎
近
く
に
置
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
の
状
況
で
は
難
し
い
が
、
今

の
体
制
で
ま
ず
や
れ
る
こ
と
を
精
一
杯

や
っ
て
、
そ
の
上
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
今
後
議
論
し
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

・
農
業
振
興
作
物
の
対
策

　

・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
と
対
策

　

・ 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

よ
る
、
く
ま
川
鉄
道
沿
線
の
除
草

作
業
に
つ
い
て

問　町福祉行政と社協との関係、位置づけは

豊永　喜一 議員

ヘルシーランド温泉内にある社協

町ホームページに掲載された利用申請の記事

加賀山 瑞津子 議員
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奥
田　

最
近
、
団
塊
の
世
代
も
高
齢
化

を
迎
え
、
医
療
費
の
高
騰
が
心
配
さ
れ

る
時
期
に
来
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
健

康
維
持
す
る
た
め
に
は
、
是
非
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
開
設
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
衰
え
か
け
た
筋
力
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
活
性
化
す
る

に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
と
思
う
。

町
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
大
き
な
目

的
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
開
設
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

今
ま
で
一
般
質
問
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
受
け
た
の

は
、
私
の
記
憶
で
は
初
め
て
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
、
ど
う
い
う
可
能

性
が
あ
る
の
か
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ

と
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

教
育
課
長　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
高
山
体
育
館
の

２
階
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
数
機
設
置
し
て
あ
っ
た

が
、
現
在
、
全
然
使
わ
れ
て
い
な
い
状

況
、
そ
れ
と
使
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
に
も
併
設
さ

れ
て
い
た
が
、
故
障
等
で
使
用
出
来
な

く
な
っ
た
。
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
た

原
因
は
機
器
が
十
分
充
足
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
点
に
要
因
が
あ
る
と
思
う
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

・ 

行
政
区
再
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

森
岡　

あ
さ
ぎ
り
町
は
全
国
で
も
珍
し
く
、

各
地
区
で
三
百
年
以
前
よ
り
観
音
様
を
文
化

遺
産
と
し
て
守
り
続
け
て
い
る
。
観
音
様
は
、

現
世
利
益
の
仏
様
と
し
て
、庶
民
に
信
仰
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
相
良
三
十
三
観
音
巡
り
は
、

お
も
て
な
し
の
心
が
あ
り
、各
地
よ
り
訪
れ
る

方
々
に
大
変
好
評
を
頂
い
て
い
る
が
、一
方
で

は
、川
北
地
区
の
五
ヶ
所
の
観
音
様
周
辺
は
、

建
物
の
老
朽
化
、駐
車
場
、参
道
等
に
お
い
て

危
険
箇
所
や
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、整
備
等
を
成
し
、地
域

の
観
光
を
含
め
人
口
の
交
流
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

観
音
様
は
観
光
の
面
に
於
い
て
も
非

常
に
親
し
み
を
与
え
て
い
る
。
川
北
地
区
の

深
田
・
須
恵
地
区
の
観
音
様
は
交
通
の
便
等

に
支
障
が
あ
る
状
況
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
整
備
等
を
含
め
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

教
育
課
長　

観
音
堂
の
整
備
等
の
状
況
は
把

握
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
に
お
け
る
整
備

は
文
化
財
保
護
が
主
で
あ
る
の
で
、活
用
と

な
る
と
町
部
局
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　
・
規
模
拡
大
交
付
金
の
申
請
漏
れ
に
対
す

る
町
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問  
文
化
遺
産
を
周
辺
地
域
の
活
力
に

　
　
　
　
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

森岡　勉 議員

一
般
質
問

問　トレーニングルームの開設は

奥田　公人 議員

永峰観音堂（深田）

人吉スポーツパレスのトレーニングルーム
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広報研修全体会の様子

　県内の町村議会が発行する広報誌の出来栄えを競うコンクール
で、議会だより「あさぎり」が、前回に引き続き入選を果たしまし
た。連続入選はあさぎり町議会が県内では初めてです。
　今回、広報誌を発行している 27 議会のうち 26 議会が応募した
中での入選受賞です。

　11月 19日、メルパルク熊本にて、表彰式と、広報研修会があり、審査委員の越地伸一郎・
熊本ＮＩＥ専門委員に「メリハリの効いた
見出し、すっきりとしたレイアウト、分か
りやすい説明は住民目線でよい」と評価し
て頂きました。去年は、全国町村議員広報
研修にも参加し研鑽しました。今後も、よ
り見やすく、分かりやすい広報誌作りに努
めて参りますので宜しくお願い致します。

祝 入選
議会だより

「あさぎり」が 受賞 !!

表彰式にて

全国町村議会広報研修

「伝える広報」から「伝わる広報へ」
研修日時　10月 20日〜 22日
場　　所　・東京読売新聞本社
　　　　　・シェーンバッハ・サボー

１）全国 140 町村議会が参加しての広報研修会では
　　　◎広報は情報の発信と収集のもとに、広く伝えるだけではなく広く聴くことも重要。
　　　◎視力弱者や高齢者にもやさしい紙面づくり「可読性」のある文字表現に努めること。

　　全体会、分科会の中で具体的なアドバイスを受けました。

２）東京読売新聞本社研修
　　 　箱根駅伝のスタート・ゴールで有名な大手町の

本社では、新聞が出来上がるまでの工程を研修。
　　 　発行部数 1200 万部は世界一の新聞社で、貴重

な取材を体験。
　　 　情報を得て、知識を高めるためにも新聞を大い

に活用したいと認識を新たにしました。
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行政視察研修　　　10月 8日〜 11 日　北海道　

　
10
月
8
日
、
北
海
道
千
歳
市
北
広
島

　
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

石
狩
川
に
注
ぐ
千
歳
川
の
河
川
改
修
の
歴
史
（
約

１
０
０
年
ぐ
ら
い
）
は
浅
く
、
記
録
は
す
べ
て
残
っ
て

い
る
。
年
間
雨
量
は
１
３
０
０
㎜
で
あ
る
が
、
標
高
が

10
ｍ
未
満
か
ら
６
ｍ
未
満
の
地
形
で
滞
水
時
間
が
長

く
、
洪
水
時
に
は
石
狩
川
の
影
響
を
強
く
受
け
て
高
い

水
位
が
長
時
間
続
い
て
い
た
。

　

２
０
０
５
年
に
「
千
歳
川
河
川
整
備
計
画
」
を
策

定
、
主
な
整
備
内
容
は
①
堤
防
の
整
備
②
河
川
の
掘
削

③
遊
水
地
の
整
備
、
総
工
費
は
３
５
０
０
億
円
で
あ

る
。
今
回
は
遊
水
地
の
工
事
現
場
を
視
察
し
た
。
一
区

画
２
０
０
ha
（
１
㎞
×
２
㎞
）、
貯
水
量
５
０
０
万
ｔ
、

こ
の
遊
水
地
は
６
ヵ
所
計
画
中
の
一
つ
で
あ
る
。
全
地

買
収
方
式
で
一
反
１
１
０
万
円
で
あ
る
。
球
磨
川
の
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
治
水

対
策
に
も
遊
水
地
計

画
が
あ
る
が
、
広
大

な
畑
地
の
一
角
を
買

収
す
る
北
海
道
と
比

較
し
た
場
合
、
優
良

な
水
田
が
対
象
と
な

る
球
磨
川
沿
い
で
は

用
地
の
確
保
は
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
10
月
9
日
上
川
郡
下
川
町
　

　
『
環
境
未
来
都

市
し
も
か
わ
』

　

人
口
３
５
０
７

人
森
林
面
積

５
６
９
・
８
㎢（
町

の
面
積
の
88
％
）

地
域
林
業
の
振
興

と
雇
用
対
策
と

し
て
森
林
資
源
を

余
す
こ
と
な
く
利

用
。
集
成
材
加
工

か
ら
木
酢
液
、
化
粧
水
、
割
り
箸
等
製
造
が
な
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
下
川
森
林
組
合
に
委
託
さ
れ
て
い
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
確
立
と
化
石
燃
料
の
大

幅
な
削
減
を
目
指
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

よ
り
役
場
及
び
、
周
辺
施
設
へ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
超
高
齢
化
問
題
と
低
炭
素

化
の
同
時
解
決
を
目
指
し
、
地
域
熱
供
給
施
設
（
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
発
電
）
を
備
え
た
集
住
化
住
宅

見
学
と
「
地
域
お
こ
し
隊
」
の
若
者
と
意
見
交
換
も
で

き
た
。
限
界
集
落
対
策
の
み
の
集
住
宅
で
な
く
、
そ
こ

か
ら
新
し
い
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
の
可
能
性

も
垣
間
見
た
感
が
あ
っ
た
。
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
我

町
に
と
っ
て
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
構
築
や
農
林
業
の
活
性
化
に
向
け
学
ぶ
べ
き
点
も

多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
10
月
10
日
　
夕
張
市
役
所

　

炭
鉱
産
業
の
衰
退
→
炭
鉱
関
連
産
業
の
撤
退
・
職
員

の
流
出
→
炭
鉱
関
連
資
産
負
債
の
引
き
受
け
→
非
炭

鉱
業
へ
の
投
資
→
投
資
の
失
敗
→
破
綻
と
な
っ
た
夕
張

市
。
人
口
も
11
万
6
千
人
か
ら
9
千
6
百
人
、
６
校

あ
っ
た
小
学
校
も
１
校
へ
、
中
学
校
も
１
校
に
統
合
、

１
７
１
床
の
市
立
総
合
病
院
は
19
床
の
診
療
所
に
縮
小

し
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
下
、夕
張
の
再
生
に
向
け
、

住
民
と
職
員
の
方
々
の
熱
い
想
い
と
必
死
の
努
力
が
う

か
が
え
た
。
地
域
に
そ
ぐ
わ
な
い
制
度
は
北
海
道
に
変

更
を
要
望
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
事
な
ど
は
特
に
印
象

に
残
っ
た
。

　

基
幹
産
業
の

衰
退
に
伴
う
地

方
の
将
来
は
決

し
て
夕
張
だ
け

で
は
な
い
と
肝

に
銘
じ
る
べ
き

と
思
っ
た
。
住

民
の
幸
せ
の
基

を
築
く
の
は
、

産
業
の
振
興
が

一
番
で
あ
る
と

思
う
。

　
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
関
係
自
治
体
に
対

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

千歳川河川舞鶴遊水地視察

下川町木質バイオマス研修

夕張市役所で財政問題研修
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農業は無限の観光資源だ

〜熊本県町村議会議員研修会〜

〜上球磨町村議会議員研修会〜

日時：11月 6日（木）・場所：益城町文化会館

日時：10月31日（金）・場所：湯前町（ゆのまえ温泉湯楽里）

21 世紀国家は官から民へ
　　自治体行政学とは何か

　人口減少時代の自治体議会について、東京大学大学院法学政治学研究科の
金井利之教授の講義を受けました。
　自治体の民主主義のための制度の設計や運用の工夫が、今後の自治体行政
学の理論と実践の交錯領域のテーマ。満席の会場では、熱心にメモをとる場
面が終始見られました。

寒村を一大農業観光地へと導いた観光農業のカリスマ・工藤順一氏の講演がありました。

　観光農業成功の極意の「キーワード」
①本物　　　　　
②安全安心−健康、地脈、人脈−ネットワーク
③体験、体感、実感、共感−夢とドラマ
④季節感−四季を感じるもの、地産地消、旬産、　旬消、朝採
⑤消費者の本音を五感で捉える（視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚）
⑥そろばん勘定より人間勘定

住民とともに議員のボランティア活動

地元産材使用の

豆乳鍋うどん

第 12回くま川マラソン大会
　昨年に続き今年も全議員でおもてなし。 　11 月 15 日、森園カントリーパーク（岡

原）にてあさぎり町上小、岡原小、他郡
市のみどりの少年団と共に植樹を行いま
した。

みどり推進植樹祭

▲人吉新聞に掲載された
　くま川マラソンの様子

大好評
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９
月
24
〜
25
日
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
教

育
委
員
会
を
訪
問
し　

一
、
学
び
の
21
世
紀

塾
及
複
式
学
級
の
取
り
組
み　

二
、
昭
和
の

町
づ
く
り
と
歴
史
と
文
化
財
保
存
に
つ
い
て

視
察
研
修
し
た
。
平
成
14
年
度
か
ら
始
め
た

「
学
び
の
21
世
紀
塾
」
は
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
保
護
者
・
行
政
・
教
職
員
な
ど

市
民
が
一
体
と
な
り
、
作
り
上
げ
取
り
組
ん

で
い
た
。

　

本
町
も
す
べ
て
の
学
校
を
一
緒
に
こ
の
様

な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
が
、
学
校
応
援
団

が
充
実
し
て
い
る
学
校
か
ら
実
施
し
て
い
く

と
、
本
町
教
育
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

　

11
月
28
日
午
前
10
時
よ
り
人
吉
球
磨
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
に
て
、
第
４
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
３
件
の
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
か

ら
審
議
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
他
４
件
に
つ
い
て
も
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

12
月
2
日
、第
４
回
定
例
会
が
召
集
さ
れ
、

平
成
26
年
度
病
院
事
業
、
介
護
老
人
施
設
事

業
及
び
健
診
セ
ン
タ
ー
事
業
会
計
補
正
予
算

と
、
上
球
磨
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
特
別

会
計
補
正
予
算
の
２
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
企
業
長
は
、「
医

師
の
確
保
と
病
院
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
全

力
を
注
ぐ
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
２
回
定
例
会
は
11
月
21
日
に
召
集
さ
れ

会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
た
。
25
年
度
一
般
会

計
を
認
定
し
、
５
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し

た
。一
般
質
問
で
消
防
本
部
庁
舎
の
耐
震
化
、

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
状
況
、
西
分

署
設
置
に
つ
い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
、
組
合

長
は
西
分
署
建
設
に
つ
い
て
は
広
域
化
を
含

め
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
答
え
た
。

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

　

11
月
４
日
（
火
）
あ
さ
ぎ
り
町
畜
産
振
興

会
理
事
と
の
懇
談
会
を
免
田
「
し
い
ば
ス
ト

ア
ー
」
に
お
い
て
畜
産
の
経
営
状
況
等
に
つ

い
て
行
っ
た
。

　

11
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）
に
か
け

て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。
１
日
目
は
佐
賀
県

鹿
島
市
役
所
に
て
、
多
面
的
機
能
支
払
い
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
農
林
水
産
課
の
担
当
職

員
よ
り
詳
し
く
説
明
を
受
け
質
疑
応
答
。

　

福
岡
県
岡
垣
町
の
６
次
産
業
施
設
ぶ
ど
う

の
樹
を
視
察
。

大分県豊後高田市教育委員会訪問

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

建て替えが検討されている消防本部庁舎

建
設
経
済
常
任
委
員
会

多面的機能支払い交付金事業について研修
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９
月
25
日
（
木
曜
日
）

　
「
町
立
保
育
所
運
営
方
針
」
の
策
定
に
つ

い
て
、
福
祉
課
よ
り
説
明
を
受
け
協
議
を
し

た
。
説
明
で
は
、方
針
策
定
の
背
景
と
し
て
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
、
就
労
形
態
の
多
様
化

等
、
保
育
に
対
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
い
る
事
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
町
立
保
育
所
の
在
り
方
の
検

討
も
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
事
。併
せ
て「
あ

さ
ぎ
り
町
保
育
所
検
討
委
員
会
」
の
答
申
で

は
「
保
育
所
の
維
持
」「
民
設
民
営
化
の
推

進
」「
保
育
内
容
の
継
承
維
持
」
が
提
言
さ

れ
て
い
る
事
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の

も
と
、
公
と
民
の
適
切
な
役
割
分
担
が
図
ら

れ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
と
し
て

策
定
し
た
、
と
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
会

と
し
て
は
、
現
在
の
指
定
管
理
期
間
の
終
了

後
は
、
こ
の
方
針
の
通
り
、
４
つ
の
町
立
保

育
所
す
べ
て
民
営
化
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

で
一
致
し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

老朽化したヘルシーランド（地下機械室）

11
月
25
日
（
火
曜
日
）

　

当
日
が
休
業
日
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
現

状
調
査
を
行
っ
た
。施
設
自
体
が
老
朽
化
し
、

抜
本
的
な
改
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
が

い
く
つ
も
見
受
け
ら
れ
、
維
持
管
理
に
大
変

な
苦
労
が
あ
る
事
が
伺
え
る
。
委
員
会
と
し

て
は
、
現
在
の
指
定
管
理
期
間
中
に
温
華
乃

遥
温
泉
の
調
査
も
行
っ
た
上
で
、
温
泉
施
設

の
抜
本
的
な
運
営
の
在
り
方
等
、
継
続
し
て

協
議
し
て
い
く
事
と
し
た
。

明るい「あさぎり町」は素敵な笑顔から

税務講習会時のひとコマ

毎年お花を贈ってくださっている商工会女性部のみなさん

表紙トピックス

かがやけ・はばたけ　あさぎりの 星
●�新春箱根駅伝・全国放送の中で「あさぎり町出身　大手敬史選手」と紹介された。東京から成人式
にかけつけ、久々に同級生と語らった。これからもみんなの元気の源として頑張って下さい。
●�日本の国技である相撲。志を抱き中学校を卒業後、行司の道を極め、十両格行司に昇進した木村
勘九郎（本名　中村佳己）さん。

議
場
へ
き
れ
い
な
お
花
を

　 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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町 民 声の
ちょっとひと言★今回は町民のみなさんにインタビュー方式でお伺いしました
◎地域の人がみんないつも声かけしてくれるのでうれしい。（10代）
◎ 久しぶりに帰省したが、地元に残っている友だちに会えて元気をもらえた。又都会で頑張りま

す。（30代）
◎ 少子化が進んでいる今こそ、子育てしやすい魅力ある町づくりをして欲しい。（40代）
◎複式学級の解消に努め、子ども達の教育に力を入れて欲しい。（40代）
◎ どんどやや村まつりなど昔からのまつりを大切に残して

いきたい。エンブリーさんの事をもっとＰＲしたい。
（50代）

◎ 健康に気をつけながら生活していきたい。それに対して
町（行政）はサポートして欲しい。（60代）

◎経済面でも安定する一年にしていきたい。（60代）
◎ 皆さん高齢になられてこられ、遠い所まで買い物に行く

のが大変なので近くに店が欲しい。（60代）
◎ 年寄りには溝さらえ等の負担が大きい。何か方策や支援

は出来ないか。（70代）

　我が家には、小６になる息子がいます。あさぎりＦＣに所属し、
サッカーに明け暮れる毎日。
　しかし、そんな息子の将来の夢は、「農業を継ぐ事」。我が家
は、施設園芸を主体とした農業経営を行っています。一言で「農業
を継ぐ」と言うのは簡単かもしれないが、「農業を継がせる」と言
うのは難しい。そんな親も少なくはないと思う。
　10年後の農業なんてどうなっているかわからない。10年どころ
か、5年後、3年後もわからない。そんな中、今の農家にとって必要
なのが、助成金や交付金です。これらを、うまく利用しながら、健
全な経営を行っていく事が10年後を見据えられる農業経営や産地づ
くりだと思う。
　あさぎり町に、一人でも多く後継者が生まれる事を願っていま
す。そして私も10年後、息子の就農を迎えられるよう頑張って行き
たいと思います。

10年後を見据えられる産地づくりを！
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昨
年
末
に
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙

が
あ
り
、
自
民
党
が
安
定
多
数
の
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
政
府
・
党
の

人
事
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
、
近

年
長
続
き
し
な
い
政
権
だ
っ
た
だ
け

に
安
部
政
権
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大

で
す
。

　

さ
て
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年

で
す
。
４
月
に
県
議
、
町
長
、
農
業

委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
政
治
へ

の
参
加
の
第
一
歩
は
投
票
に
行
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
清

き
一
票
を
政
治
に
活
か
し
て
く
だ
さ

い
。

　

で
は
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

田
原　

健
一

あさぎり町議会だよりは
ホームページでもご覧頂けます。

委
員
長
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

副
委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
溝
　
口
　
峰
　
男

田
　
原
　
健
　
一

小
見
田
　
和
　
行

徳
　
永
　
正
　
道

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

須恵（寺池）川瀬の皆さん

岡原（竹野）

宮本　隆宏さん
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